
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　髪の束を通すための少なくとも１つの第１の筒状伸縮性部材（１）と、
　首を通すための第２の筒状伸縮性部材（２）と、
　前記第１の筒状伸縮性部材の一端と前記第２の筒状伸縮性部材の一端とを結合する紐状
伸縮性部材（３、３’）と
　を具備し、
　前記第１の筒状伸縮性部材をその他端からたぐり、該たぐった第１の筒状伸縮性部材に
前記髪の束を通し、その際、前記第２の筒状伸縮性部材により前記第１の筒状伸縮性部材
から抜けにくくし、その後、前記第１の筒状伸縮性部材のたぐりを解いて前記髪の束の上
部先端を覆い、該第１の筒状伸縮性部材を前記髪の束と共に巻き込むようにした装飾具兼
用髪カーラ。
【請求項２】
　前記第２の筒状伸縮性部材の代りに紐状布（２－Ａ）を具備する請求項１に記載の装飾
具兼用髪カーラ。
【請求項３】
　前記第２の筒状伸縮性部材の代りに止め具付布（２－Ｂ）を具備する請求項１に記載の
装飾具兼用髪カーラ。
【請求項４】
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【請求項５】
　

【請求項６】
　

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は装飾具としても作用し髪をカールして固定させるための装飾具兼用髪カーラに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の髪をカールするカール方法は、髪をロッドに巻きつけたり、回転ブラシを用いた
りしている。さらに、美容室においてはパーマ液を用いることもある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上述の従来のカール方法によれば、ロッド、回転ブラシの操作に熟練し
た技術を必要とするので、素人には時間を要しかつ困難であった。また、ロッド等は装飾
具として作用しなかった。さらに、美容室において用いるパーマ液は人体、環境等に有害
であった。
【０００４】
　従って、本発明の目的は、操作が容易で、装飾具としても作用し、人体、環境等に有害
でない髪カーラを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述の目的を達成するために本発明に係る装飾具兼用髪カーラは、髪の束を通すための
少なくとも１つの第１の筒状伸縮性部材と、首を通すための第２の筒状伸縮性部材と、第
１の筒状伸縮性部材の一端と第２の筒状伸縮性部材の一端とを結合する紐状伸縮性部材と
を具備し

。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、熟練した技術は不要となるので、素人にも時間を短縮できかつ容易と
なる。また、伸縮性部材は装飾具としても作用できる。さらに、パーマ液は不要であるの
で、人体、環境等に無害とすることができる。
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　首を通すための第２の筒状伸縮性部材（２）と、
　前記第１の筒状伸縮性部材の一端と前記第２の筒状伸縮性部材の一端とを結合する紐状
伸縮性部材（３、３’）と、
　前記第１の筒状伸縮性部材の先端内側に設けられた凸状要素（１ａ）と
　を具備し、
　前記第１の筒状伸縮性部材をその他端からたぐり、該たぐった第１の筒状伸縮性部材に
前記髪の束を通し、その際、前記第２の筒状伸縮性部材により前記第１の筒状伸縮性部材
から抜けにくくし、その後、前記第１の筒状伸縮性部材のたぐりを解いて前記髪の束の上
部先端を覆い、該第１の筒状伸縮性部材を前記髪の束と共に巻き込むようにし、前記第１
の筒状伸縮性部材のたぐりを解く際に前記凸状要素により前記髪の束をとかすようにした
装飾具兼用髪カーラ。

前記第２の筒状伸縮性部材の代りに紐状布（２－Ａ）を具備する請求項４に記載の装飾
具兼用髪カーラ。

前記第２の筒状伸縮性部材の代りに止め具付布（２－Ｂ）を具備する請求項４に記載の
装飾具兼用髪カーラ。

、第１の筒状伸縮性部材をその他端からたぐり、たぐった第１の筒状伸縮性部材
に髪の束を通し、その際、第２の筒状伸縮性部材により第１の筒状伸縮性部材から抜けに
くくし、その後、第１の筒状伸縮性部材のたぐりを解いて髪の束の上部先端を覆い、第１
の筒状伸縮性部材を髪の束と共に巻き込むものである



【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１は本発明に係る装飾具兼用髪カーラの第１の実施の形態を示す斜視図である。図１
において、１は髪の束を通すための筒状伸縮性部材たとえば筒状布、２は首を通すための
筒状伸縮性部材たとえば筒状布、３、３’は筒状布１の一端と筒状布２の一端とを結合す
る紐状伸縮性部材たとえば紐状布である。筒状布及び紐状布は１つの布により構成するこ
ともできる。
【０００８】
　筒状布１と筒状布２との間の空間は頭、顔を出させるためのものである。
【０００９】
　図１の装飾具兼用髪カーラの操作方法を図２、図３、図４を参照して説明する。
【００１０】
　始めに、図２の（Ａ）を参照すると、筒状布１をその上部からたぐる。
【００１１】
　次に、図２の（Ｂ）を参照すると、筒状布２を首に通し、たぐった筒状布１を洗髪後の
髪の束の根元まで通す。この場合、筒状布２は筒状布１を髪の束から抜けにくくする作用
をする。
【００１２】
　次に、図３の（Ａ）を参照すると、筒状布１のたぐりを解いて髪の上部先端を覆う。
【００１３】
　次に、図３の（Ｂ）を参照すると、筒状布１を髪と共に巻き込む。
【００１４】
　最後に、図４の（Ａ）を参照すると、筒状布１の上部先端を髪の根元でたとえばピンも
しくはクリップで固定する。あるいは、図４の（Ｂ）を参照すると、ピン、クリップを用
いずに筒状布２を頭へ捲り上げて筒状布１をバンダナ状に固定する。
【００１５】
　図４の（Ａ）もしくは（Ｂ）の状態で所定時間が経過すると、髪がカールされて固定さ
れることになる。その後、髪カーラとしての筒状布１、２を外してもよい。尚、図４の（
Ａ）、（Ｂ）の状態では、髪カーラが装身具としても作用するので、髪カーラとしての筒
状布１、２をそのままにしていてもよい。
【００１６】
　図５は本発明に係る装飾具兼用髪カーラの第２の実施の形態を示す斜視図である。図５
においては、図１の筒状布１の代りに３つの筒状布１－１、１－２、１－３を設けてあり
、紐状布３－１、３－１’；３－２、３－２’；３－３、３－３’は、筒状布３、３’に
対応する。つまり、筒状布１－１、１－２、１－３、２を吹流し状に構成する。この場合
も、筒状布及び紐状布を１つの布により構成することもできる。
【００１７】
　筒状布１－１、１－２、１－３と筒状布２との間の空間は頭、顔を出させるためのもの
である。
【００１８】
　図５の装飾具兼用髪カーラの操作方法を図６、図７、図８を参照して説明する。
【００１９】
　始めに、図６の（Ａ）を参照すると、各筒状布１－１、１－２、１－３をこれらの上部
からたぐる。
【００２０】
　次に、図６の（Ｂ）を参照すると、筒状布２を首に通し、たぐった筒状布１－１、１－
２、１－３を洗髪後の髪の３つの束の根元まで通す。この場合、筒状布２は筒状布１を髪
の束から抜けにくくする作用をする。
【００２１】
　次に、図７の（Ａ）を参照すると、筒状布１－１、１－２、１－３のたぐりを解いて髪
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の上部先端を覆う。
【００２２】
　次に、図７の（Ｂ）を参照すると、筒状布１－１、１－２、１－３を髪と共に巻き込む
。
【００２３】
　最後に、図８の（Ａ）を参照すると、筒状布１－１、１－２、１－３の上部先端を髪の
根元でたとえばピンもしくはクリップで固定する。あるいは、図８の（Ｂ）を参照すると
、ピン、クリップを用いずに筒状布２を頭へ捲り上げて筒状布１をバンダナ状に固定する
。
【００２４】
　図８の（Ａ）もしくは（Ｂ）の状態で所定時間が経過すると、髪がカールされて固定さ
れることになる。その後、髪カーラとしての筒状布１－１、１－２、１－３、２を外して
もよい。尚、図８の（Ａ）、（Ｂ）の状態では、髪カーラが装身具としても作用するので
、髪カーラとしての筒状布１－１、１－２、１－３、２をそのままにしていてもよい。
【００２５】
　図９は図１の筒状布１の変更例を示す斜視図である。図９に示すように、筒状布１の先
端内側に凸状要素１ａを付ける。たとえば、凸状要素１ａはテープに設けられたものであ
る。これにより、図３の（Ａ）に示す場合において、筒状布１のたぐりを解く際に、凸状
要素１ａは髪をとかす作用をするので髪がより整えるようになる。尚、図９の変更例は図
５の筒状布１－１、１－２、１－３に適用することもできる。
【００２６】
　図１０は図１の筒状布２の変更例を示す斜視図である。図１の筒状布２の代りに、図１
０の（Ａ）に示す紐状布２－Ａもしくは図１０の（Ｂ）に示すように止め具付布２－Ｂを
設ける。図１０の（Ａ）の紐付布２－Ａはその両端に紐１０１、１０２を有しており、ま
た、図１０の（Ｂ）の止め具付布２－Ｂはその両端にファスナあるいはボタンのような止
め具１０３、１０４を有しており、これにより、図２もしくは図６の（Ｂ）において、布
２－Ａもしくは２－Ｂを首に取り付けるようにできる。尚、図１１は図８の（Ａ）におい
て筒状布２の代りに止め具付布２－Ｂを用いた場合を示す。また、図１０の変更例は図５
の筒状布２にも適用することができる。
【００２７】
　上述の実施の形態においては、筒状布１（１－１、１－２、１－３）は１本もしくは３
本であるが、他の本数になし得ることは言うまでもない。筒状布１（１－１、１－２、１
－３）の本数を増加させることにより、髪に与える曲線の曲率を大きくできると共に、髪
の質感を変化できる。
【００２８】
　また、布１（１－１、１－２、１－３、２、２－Ａ、２－Ｂ）の色、柄、素材を変化さ
せることにより装飾度を変化させることができる。この場合、素材として紫外線防止材料
、防寒用材料等を選択することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明に係る装飾具兼用髪カーラの第１の実施の形態を示す斜視図である。
【図２】図１の装飾具兼用髪カーラの操作を説明する斜視図である。
【図３】図１の装飾具兼用髪カーラの操作を説明する斜視図である。
【図４】図１の装飾具兼用髪カーラの操作を説明する斜視図である。
【図５】本発明に係る装飾具兼用髪カーラの第２の実施の形態を示す斜視図である。
【図６】図５の装飾具兼用髪カーラの操作を説明する斜視図である。
【図７】図５の装飾具兼用髪カーラの操作を説明する斜視図である。
【図８】図５の装飾具兼用髪カーラの操作を説明する斜視図である。
【図９】図１の変更例を示す斜視図である。
【図１０】図１の他の変更例を示す斜視図である。
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【図１１】図１０の（Ｂ）の変更例を図８の（Ａ）に適用した場合の斜視図である。
【符号の説明】
【００３０】
１、１－１、１－２、１－３：筒状伸縮性部材（筒状布）
２：筒状伸縮性部材（筒状布）
２－Ａ：紐付布
２－Ｂ：止め具付布
３、３’、３－１、３－１’、３－２、３－２’、３－３、３－３’：紐状伸縮性部材（
紐状布）
【要約】
【課題】髪カーラ技術は熟練を必要とするので、素人には時間を要し、困難であった。ま
た、装飾具としては作用しなかった。さらに、パーマ液を用いると、人体、環境等に有害
であった。
【解決手段】髪の束を通すための筒状布１と、首を通すための筒状布２と、筒状布１の一
端と筒状布２の一端を結合する紐状布３、３’とを備えて装飾具兼用髪カーラを構成する
。
【選択図】　　　　図１
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(7) JP 3962422 B1 2007.8.22



【 図 １ １ 】
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